
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

一
六
四

法
然

上
人

に
お
け

る
内
証

・
外
用

に

つ
い
て

曽

根

宣

雄

Ｉ

法
然
上
人

(以
下
敬
称
を
略
す
)
は
、
阿
弥
陀
仏
及
び
仏
を
説
明
す
る

の
に
内
証
と
外
用
と
い
う
分
類
を
用
い
て

い
る
。
『
逆
修
説
法
』
四
七

日
で

は
、

仏
有

惣
別

二
功
徳
。
先
惣
者
、

四
智
三
身
等
功
徳
也
。

一
切
諸
仏
内
証
等

具

一
仏
無

異
故
、
諸
経
中
説

仏
功
徳
、
惣
不

説

内
証
功
徳
、
唯
別
説

外
用
功
徳

也
。

と

説

き

、

『
選

択

集
』

第

三

章

で

は
、

初
勝
劣
者

念
仏
是
勝
余
行
是
劣

所

以
者
何
名
号

是
万
徳
所

帰

也
然
則

弥
陀

一
仏
所
有
四
智
・
三
身

・
十
力

・
四
無
畏
等

一
切
内
証
功
徳
相
好

・
光

明

・
説
法

・
利
生
等

一
切
外

用
功
徳
皆
悉
摂

在

阿
弥
陀
仏
名
号
故
名
号
中

功
徳
最
為

勝
也
余
行
不

然
各
守

一
隅
｡

と
説

い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、

内
証
―
四
智

・
三
身

・
十
力

・
四
無
畏
等

(諸
仏
平
等
)

外
用
―
相
好

・
光
明

・
説
法

・
利
生
等

(仏
の
個
別
性
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
内
証

・
外
用
と
い
う

の
は
、

一
仏
を
二
つ
の
視

点
よ
り
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
証
と
は
、
仏
の
内
な
る
悟
り
を
い

う
も
の
で
あ
り
、
「
所
証

の
理
」
を
意
味

す

る
。

一
方
外
用
と
は
外
に

現
れ
た
る
働
き
を
い
う
も
の
で
あ

り
、
「摂
化
利
生
の
用
」
を
意
味
す

る
。
い
う
な
れ
ば
、
内
証
は
無
分
別
智
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ

っ
て
無

相
で
あ
り
、
外
用
は
後
得
智
で
あ
り
有
相
で
あ
る
。
外
用
に
つ
い
て
は

語
義
と
内
容
が

一
致
し
て
お
り
、
特
に
問
題

は
な
い
。
問
題
は
内
証

の

方
で
あ
る
。
な
ぜ

「所
証

の
理
」
で
あ
る
内
証
に
、
有
相
や
作
用
を
想

定
さ
せ
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
内
証
と
外
用
を
対
比

し
て
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
仏

の
功
徳
を

「内
な
る
悟
り
」
と

「外

に
現
れ
た
る
働
き
」
と
い
う
視
点

よ
り
説
明

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
内
証
中
の
有
相

や
作
用
を
想
定
さ
せ
る
内

容
に
つ
い
て
は
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
も
う

一
つ
の
問
題

は
、
内
証

・
外
用
と
い
う
論
が

一
仏
を
二
つ
の
視
点
よ
り
説
明
し
て
い
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る
こ
と

よ
り
、
二
身
論
を
背
景
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
法
然
は
内
証

・
外
用
と
二
身
論

の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
が
、
内
証

・
外
用
が
如
何
な
る
定
義
を
背
景
に
し
て
説
か

れ
て
い
る
も
の
な
の
か
確
認
す
る
た
め
に
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
以
下
、
石
井
教
道
博
士
が

『選
択
集
全
講
』
に
お
い
て
典

拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
経
論
を
中
心
に
み
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ

ま
ず
、
内
証
中
に
説
か
れ
て
い
る
四
智

・
三
身
よ
り
考

え

て

み
よ

う
。
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
は
、

善
男
子
。
其
自
性
身
無
始
無
終
。
離

一
切
相
絶
諸
戯
論
。
周
円
無
際
凝
然
常

住
。
其
受
用
身
。
有
二
種
。
一
自
受
用
身
。
二
陀
受
用
身
。
―
中
略
―
四
智

円
満
。
是
真
報
身
受
用
法
楽
。
―
中
略
―
如
是
四
智
而
為
上
首
。
具
足
八
万

四
千
智
門
。
如
是

一
切
諸
功
徳
法
。
名
為
如
来
自
受
用
身
。
諸
善
男
子
。
二

如
来
陀
受
用
身
。
具
足
八
万
四
千
相
好
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
受
用
身
が
自
受
用
身

と
他
受
用
身
に
分
類
さ
れ
た
上
で
、
自
受
用
身
中
に
四
智
が
説
か
れ
、

他
受
用
身
中
に
八
万
四
千
の
相
好
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
法
然
の
説
く
内
証
と
外
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
智
と
仏

の
相
好
を
あ
て
は
め
て
い
る
。
受
用
身
中
の
自
受
用
身
を
も

っ
て
真
報

身
と
す

る
定
義
は
、
法
然

の
説
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
受
用

身

・
報
身

・
阿
弥
陀
仏
と
考
え
る
な
ら
ば
、
内
証
と
外
用
と
自
受
用
身

法
然
上
人
に
お
け
る
内
証

.
外
用
に
つ
い
て

(曽

根
)

と
他
受
用
身
を
そ
れ
ぞ
れ
置
き
換
え
て
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
だ

ろ
う
。
内
証
は
仏
の
内
な
る
悟
り
を
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
種
々
の
煩

悩
を
断
じ
法
楽
を
受
用
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
自
受
用
身
と
内
容
的
に

は
近
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
四
智
が
自
受
用
身
中
に
説
か

れ
て
い
る
こ
と
や
、
他
受
用
身
が
八
万
四
千

の
相
好
を
有
し
有
相
で
あ

る
こ
と
は
、
法
然
の
内
証

・
外
用
論
と
類
似
し
て
い
る
。
法
然
が
全
面

的
に

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』

の
所
説

に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
、兄
な

い
ま
で
も
、
内
証

・
外
用
と
自
受
用
身

・
他
受
用
身

の
関
連
が
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。
自
受
用
身
中
に
四
智
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
四
智

を
仏
の
悟
り
そ
の
も

の
と
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
法
然
説
く
内
証
の
四
智
が
同
様

の
意
味
内
容
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
内
証
中
に
説
か
れ
て
い
て
も
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
。

『成
唯
識
論
』
に
は
、

此
牟
尼
尊
所
得
二
果
永
離

二
障

亦
名

法
身
。
無
量
無
辺
力
無
畏
等
大
功

徳
法
所

荘
厳

故
。
体
依
聚
義
総
説
名

身
故
。
此
法
身
五
法
為

性
。
非

浄
法
界
独
名

法
身
。
二
転
依
果
皆
摂
故
。
如
是
法
身
有

三
相
別
。

と
説
か
れ
た
後
、
三
身
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
法
身
に
は
浄
法
界
を
い
う
場
合
と
、
仏
が
悟

り
を
得
た
こ
と

(真

如
と
同

一
と
な
っ
た
境
界
)
を
指
す
場
合
が
あ

る
こ
と
が

示
さ

れ
た

上

で
、
法
身
に
は
三

つ
の
相
別
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
法
然

の
内
証
の
三
身
を
考
え
る
上
で
こ
の
所
説
は
非
常
に
注
目
さ
れ
る
。
法

身
に
三

つ
の
相
別
が
あ
る
と
い
う
説
き
方
は
、
三
身
が

一
体
的
な
形
で

一
六
五
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法
然
上
人
に
お
け
る
内
証

・
外
用
に
つ
い
て

(曽

根
)

説
か
れ

た
場
合
、
そ
れ
が
法
身

(理
智
不
二
)
の
意
を
有
す

る

こ
と
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
が
内
証
の
三
身
を
理
智
不
二
の
意
で

捉
え
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
内
証
の
中
に
三
身
が
説
か
れ
て
い
た
と

し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら

に

『
摂
大
乗
論
』
に
は
、

如
是
已
説
彼
果
断
殊
勝
。
彼
果
智
勝
云
何
可
見
。
謂
由
三
種
仏
身
応
知
彼
果

智
殊
勝
。

一
由
自
性
身
。
二
由
受
用
身
。
三
由
変
化
身
。
此
中
自
性
身
者
。

謂
諸
如
来
法
身
。

一
切
法
自
在
転
所
依
止
故
。
受
用
身
者
。
謂
依
法
身
種
種

諸
仏
衆
会
所
顕
清
浄
仏
土
。
大
乗
法
楽
為
所
受
故
。
変
化
身
者
。
亦
依
法
身

従
観
史
多
天
宮
没
。
受
生
受
欲
踰
城
出
家
。
往
外
道
所
修
苦
行
。
証
大
菩
提

転
大
法
輪
。
入
涅
槃
故
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
長
尾
雅
人
博
士
は
こ
の
部
分
の
解
説
の
中
で
、

「自
性
身
と
い
う
の
は
…
…
法
身
の
こ
と
」
と
い
う
が
、
法
身
な
る
語
は
そ

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
と
共
に
、
本
書
で
は
広
く
三
身
を
総
括
し
、
殆
ど
単

に
仏
身
と
い
う
の
と
同
じ
位
の
意
味
で
法
身
と
も
い
う
よ
う
で
あ
る
。
自
性

身

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
こ
と
も
、
法
身
の
下
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
身
と
い
う
語
が
広
く
三
身
を

含
む
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
の

『
成
唯

識
論
』

の
所
説
と
同
様
に
三
身
が

一
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
場
合
法
身
的

な
意
味

を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
の
内
証

の
三
身
が
内
証

に
具
足
さ
れ
た
仏
果
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
理
智
不
二
を
意
味
す
る
も

一
六
六

の
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
注
目
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

続

い
て
十
力
と
四
無
畏
に
つ
い
て
も
み
て

み

よ
う
。
『
大
智
度
論
』

第
二
九
に
は
、

問
日
。
是
十
力
四
無
所
畏
功
徳
。
亦
各
有
別
相
。
云
何
説
法
身
無
相
。
答

日
。

一
切
無
漏
法
十
六
行
三
三
昧
相

故
皆
名
無
相
。
仏
欲
令
衆
生
解
故
。

種
種
分
別
説
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
十
力
と
四
無
畏
が
有
相
で
は
な
く
無

相
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
が

『大
智
度
論
』
に
基
づ
い
て

十
力
と
四
無
畏
を
無
相
と
捉
え
、
内
証

の
中
に
あ
て
は
め
た
の
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
無
相
と
定
義
さ
れ
る
な
ら
ば
、
内

証
中
に
説
か
れ
て
も
矛
盾
は
生
じ
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
内
証

・
外
用
と
二
身
論
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
純
粋

浄
土
教
に
お
け
る
二
身
論
と
し
て
は
曇
鸞

の
も

の
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

紙
面

の
都
合
上
こ
こ
で
は
関
連
が
深

い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
み
を
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
『
大
智
度
論
』
第
二
九

に
は
、

問
日
。
十
方
諸
仏
。
及
三
世
諸
法
皆
無
相
相
。
今
何
以
故
説
三
十
二
相
。
一

相
尚
不

何
況
三
十
二
。
答
日
仏
法
有
二
種
。

一
者
世
諦
二
者
第
一
義
諦
。

世
諦
故
説
三
十
二
相
。
第

一
義
諦
故
説
無
相
。
有
二
種
道
。
一
者
令
衆
生
修

福
道
。
二
者
慧
道
。
福
道
故
説
三
十
二
相
。
慧
道
故
説
無
相
。
為
生
身
故
説

三
十
二
相
。
為
法
身
故
説
無
相
。

【仏
身
以
三
十
二
相
八
十
随
形
好
。

而
自

荘
厳
法
身
。
以
十
力
四
無
所
畏
四
無
礙
智
十
八
不
共
法
諸
功
徳
荘
厳
衆
生
。】
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有
二
種
因
縁
。

一
者
福
徳
因
縁
。
二
者
智
恵
因
縁
。
欲
引
導
福
徳
因
縁
衆
生

故
用
三
十
二
相
身
。
欲
以
智
恵
因
縁
引
導
衆
生
故
用
法
身
。

※

【

】
は
筆
者
が
挿
入
し
た
。

と
説
か
れ
て
い
る
。

A
―
世
諦

・
福
道

・
生
身

・
福
徳
因
縁
―

三
十
二
相

B
―
第

一
義
諦

・
慧
道

・
法
身

・
智
恵
因
縁
―
無
相

と
い
う
よ
う
に
A

有
相
と
B

無
相
が
対
比
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

仏

の
方

便
と
し
て
有
相
を
説
明
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
【
】

の

部
分
を
望
月
仏
教
辞
典
に
よ
る
な
ら
ば

「仏
身
は
三
十
二
相
、
八
十
随

形
好
を

以
て
而
も
自
ら
荘
厳
し
、
法
身
は
十
力
四
無
所
畏
四
無
礙
智
十

八
不
共
法

の
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
以
て
荘
厳
す
。
」
と
読
む
こ
と

に
な

る
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
、

仏
身
―
三
十
二
相

・
八
十
随
形
好
―
有
相

法
身
―
十
力

・
四
無
所
畏

・
四
無
礙
智

・
十
八
不
共
法
―
無
相

と
い
う

よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
法
身
と
い
う

の
は
、

真
如
そ
の
も
の
で
は
な
く
理
智
不
二
を
示
す
も

の
で
あ

る
か

ら
、
法
然

の
説
く
内
証
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方

仏
身
は
、
直
接
的
に
作
用
を
説

い
て
い
な
い
も
の
の
有
相
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
法
然
の
外
用
の
概
念
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

内
証

.
外
用
に
説
か
れ
て
い
る
項
目
と

『大
智
度
論
』

の
法
身

・
仏
身

の
項
目
が
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
法
然

が
こ
れ
に
基
づ
き
内
証

・
外
用
論
を
展
開
さ
せ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で

法
然
上
人
に
お
け
る
内
証

・
外
用
に
つ
い
て

(曽

根
)

き
な
い
も

の
の
、
関
連
性
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

内
証

・
外
用
と
い
う
論
が

「悟
り
」
と

「仏
方
便
」
と
い
う
視
点
よ
り
説

か
れ
る
二
身
論
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ

法
然
の
内
証

・
外
用
論
に
お
け
る
第

一
の
問
題
は
、
内
証
が

「所
証

の
理
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
有
相
や
作
用
を
想

定
さ
せ
る
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
内
証
に
具
足
さ
れ
た
内
容
が
、
悟

り
そ
の
も
の

(理

智
不
二
)
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
と
解
釈

し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
法
然

が
内
証
中
に
四
智
三
鼻
等
を
説
い
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
ら
は
、
有
相

や
作
用
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

ま
た
、
法
然
自
身
は
内
証

・
外
用
の
説
明

の
中
で
二
身
論
を
持
ち
出

し
て
は
い
な
い
が
、
仏
を

「悟
り
」
と

「仏
方
便
」
と
い
う
視
点
よ
り

説
く

『大
智
度
論
』
の
二
身
論
と
定
義
及
び
内
容
が
類
似
し
て
お
り
、

関
連
性
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

※
紙
面
の
都
合
上
註
は
略
す
。

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「法
然
上
人
に
お
け
る
内
証

・
外

用
」
①
(『仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
二
号
所
収
)
及
び

「法
然
上
人
に
お

け
る
内
証

・
外
用
」
②
(『仏
教
文
化
紀
要
第
三
号
』
所
収
)
を
参
照
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
然
、
内
証
、
外
用(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

一
六
七

661


